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ねん にち

週刊大司教第175回
しゅうかんだい し きょうだい かい

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

マルコ福音は、イエスが十二人の弟子たちを呼び集め、二人ずつ組にして、福音宣教
ふくいん じゅう に にん で し よ あつ ふた り くみ ふくいんせんきょう

のために送り出したことを記しています。あらためて強 調するまでもなく、わたした
おく だ しる きょうちょう

ちの信仰は、共同体によって成り立っています。もちろん一人ひとりの個人的な回心と
しんこう きょうどうたい な た ひと り こ じんてき かいしん

決断が不可欠であるとはいえ、わたしたちの信仰は常に共同体の中で育てられ、共同体
けつだん ふ か けつ しんこう つね きょうどうたい なか そだ きょうどうたい

を通じて具体的に実現していきます。
つう ぐ たいてき じつげん

教会とは礼拝の場所のことではなく、共同体です。
きょうかい れいはい ば しょ きょうどうたい

いま進められているシノドスの道のりは、まさしく、教会が共同体によって成り立っ
すす みち きょうかい きょうどうたい な た

ていることをわたしたちに思い起こさせ、その共同体における共同の識別が不可欠で
おも お きょうどうたい きょうどう しきべつ ふ か けつ

あることを自覚するように促しています。
じ かく うなが

今日の福音に記されている、イエスが弟子たちをひとりずつではなく二人の組で派遣さ
き ょ う ふくいん しる で し ふた り くみ は けん

れた事実は、宣教の業が個人プレーなのではなくて、共同体の業であることを明確に
じ じつ せんきょう わざ こ じん きょうどうたい わざ めいかく

させます。また、準備万端整えられたプログラムを実施するのではなく、日々の生活
じゅん び ばんたんととの じっ し ひ び せいかつ

における他者との交わりにあって、支え合いと分かち合いを通じて福音が伝わっていく
た しゃ まじ ささ あ わ あ つう ふくいん つた

ことが示されています。福音は共同体の交わりのうちに実現します。
しめ ふくいん きょうどうたい まじ じつげん

シノドスの歩みが求めている、互いに耳を傾けあい、互いに支え合い、互いに祈り合う
あゆ もと たが みみ かたむ たが ささ あ たが いの あ

ことこそは、わたしたちの信仰が共同体の中で育てられ、共同体の中で実現し、共同体
しんこう きょうどうたい なか そだ きょうどうたい なか じつげん きょうどうたい

を通じて告げ知らされていくことの具体化の道です。
つう つ し ぐ たい か みち

教皇フランシスコは「福音の喜び」に、「神は人々を個々としてではなく、⺠として呼
きょうこう ふくいん よろこ かみ ひとびと こ こ たみ よ

び集めることをお選びになりました。ひとりで救われる人はいません（113）」と記して、
あつ えら すく ひと しる

教会は共同体として救いの業にあずかっていることを強 調されます。
きょうかい きょうどうたい すく わざ きょうちょう
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シノドス第一会期の最終文書には、「共同体」と言う言葉が80回以上使われ、シノド
だいいちかい き さいしゅうぶんしょ きょうどうたい い こと ば かい い じょうつか

スの歩みがまさしく共同体としての教会のあり方を問いかけていることを明確にして
あゆ きょうどうたい きょうかい かた と めいかく

います。その第三部、「絆を紡ぎ、共同体を築く」には、こう記されています。
だいさん ぶ きずな つむ きょうどうたい きず しる

「イエスが弟子たちを養成した仕方は、わたしたちが従うべき模範です。イエスは単に教
で し ようせい し かた したが も はん たん おし

えを授けるだけでなく、弟子たちと生活をともにしました。・・・福音書からわたしたち
さず で し せいかつ ふくいんしょ

は、養成とは、単に自分の能力を強化するのみ、またはそれを中心にするだけではな
ようせい たん じ ぶん のうりょく きょう か ちゅうしん

く、敗北や失敗さえも実りあるものとするみ国の「論理」へ回心することだと学ぶので
はいぼく しっぱい みの くに ろん り かいしん まな

す」

その上で最終文書は、「聖なる神の⺠は、養成の対象であるだけでなく、何よりもまず、
うえ さいしゅうぶんしょ せい かみ たみ ようせい たいしょう なに

養成にとって共同責任のある主体です。・・・一人ひとりが自分のカリスマと召命に
ようせい きょうどうせきにん しゅたい ひと り じ ぶん しょうめい

従って、教会の宣教に能動的に参加できるようにすることなのです」と記しています。
したが きょうかい せんきょう のうどうてき さん か しる

わたしたちは弟子たちのように、主御自身によってこの世界に派遣されています。その
で し しゅ ご じ しん せ かい は けん

派遣は、わたしたちが「自分のカリスマと召命にしたがって、教会の宣教に能動的に
は けん じ ぶん しょうめい きょうかい せんきょう のうどうてき

参加」することで実現します。そのためにもわたしたちは、信仰を育むわたしたちの信
さん か じつげん しんこう はぐく しん

仰共同体が、シノドス的な歩みをする共同体であるのかどうか、真摯に振り返ってみ
こうきょうどうたい てき あゆ きょうどうたい しん し ふ かえ

る必要があります。
ひつよう


